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高岡短期大学は 2004 年 3月 をも っ て 国立短期大学 と して の 歴史 に幕 を降ろす こ とに なる｡
第1期生を迎え入れて か ら僅か18年の 間に , 厳し い 試練を受けながらも､ 地域 の教育の 発展
に大きな足跡を残 した と思われ る ｡ それをひとつ の財産として後世に伝えるべ く､ 記録しておく
必要が あると考える ｡
私 は本学の 国際交涜事業の ある 一 部分に 関与した に過 ぎな い が ､ それ につ い て書き記すこ とに
した ｡ まず､ 私が直接関わ っ た こ とや 間接的に見聞きした こ とを聴を追 っ て書きとめて お きた い ｡
次に ､ 私 が全行程同行 した 3 回の 中国語海外研修を ､ 授業科目 ･ 見学個所 ･ 渡航生活の 面か ら振
り返 っ てみ た い ｡
こ の記録が い ささか で も新生大学の 国際交流事業の参考に資する こ とが出来れ ば幸 い で ある .
I . 研修実施まで の経緯
(り交液相手候補の 調査 (1996年)
㊥ 1.10. 将来構想検討委貞会 一 国際交流 に関す るワ ー キ ン グ グル ー プ ー (以下W G) が発足す
る ｡
㊥ 1.26. 宮本匡章学長 (以下 ｢ 学長｣)が ､ 学生 の中国留学の 可能性 ･ 必要性等の状況を岡田
に聴取する ｡
㊥ 2.02. 学長 が交流相手校の模索を指示する ｡
学長の 指示 を受けて , 事務部及 び岡田が ､ 情報収集 ･ 事務交渉を開始する｡
岡田が電話 にて大連外国語学院 (以下 ｢大外｣) ･ 中央民族大学 (以下 ｢民大｣) ･ 北
京工業大学 (以下 ｢工大｣) ･ 中央工芸美術大学 (以下 ｢ 美大｣)に ､ 往訪を申 し出る ｡
㊥ 2.08. 事務部長名義の往訪受諾依頼状を､ 大外 ･ 民大 ･ 工大 ･ 美大に発送する ｡
㊥ 2.19. 学長名義の 訪問日時通知を､ 大外 ･ 民大に発送する ｡
㊥ 2.29.
- 3.3. 高橋副学長 ･ 倉橋会計課長 ･ 岡田の 3名が次の各大学を訪問し､ 先方と交流 の可 能
性等に つ い て意見交換する ｡ 訪問者及び応対者は表1 の通りで ある ｡
(表1)
訪問先 先方応対者 当方訪問者
大外 徐甲申副院長 ､ 他 3名 一 行 3名
民大 郭兆林外事弁公室主任､ 他2名 一 行3名
工大 栄華副院長､ 他3名 岡田
美大 張世川外事弁公室主任､ 他2名 岡田
工大 ･ 美大 の訪問につ い て は , 学長の差し止めが先方受諾後にあり､ 破約で きず､ 岡田が本学
の 1教員 の名義で果たすこととなる｡
一 行は併せて , 大連 ･ 北京の 交通や買い 物等の 生活環境及び名所旧跡を視察する ｡
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(2)交流相手大学の選定 (1996年)
㊨ 3.19. 中国コ ー ス が大外との 交流を希望する旨の 要望書をW G に提出する ｡
㊨ 5.20. W G が｢ 高岡短期大学における 国際交流推進 の方策に つ い て｣ をま とめ る ｡
㊥ 7.22. 学長 が中国コ ー ス 教官 (磯部 ･ 山田 ･ 岡田) と懇談する ｡
㊨ 7.25. 第1回国際交流推進専門委貞会が開催され, 岡田がオ ブザ ー バ ー として出席する ｡
㊨ 8.21. 岡田が電話にて ､ 次の 決定事項を大外に伝達する ｡
･ 大外で短期語学研修を実施した い こ と｡
･ 大外と協定書及 び覚書 (次項)を交した い こ と｡
･ 調印の ため訪問したい こ と｡
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(3) 友好協力関係の締結 (1996年)
㊨ 9.03. 次の 2案に部長名義の検討依頼状を添えて大外に発送する｡
･｢大連外国語学院と高岡短期大学との友好協力関係に関する協定書 (莱) ｣
･｢ 高岡短期大学学生 の大連外国語学院にお ける短期語学研修事業に関する覚書
(莱) ｣
後日､ 前掲2実の 中国語訳文を大外に発送する ｡
㊥lo.07. 学長 一 行の 調印訪問日程 (莱) ･ 学生の 短期語学研修 (莱) を大外に発送する｡
｢高岡短期大学にお ける国際交流 に つ い て (莱)｣を富山県及 び高岡市に送付す る｡
㊨ll.16.
- ll.20.学長 ･ 松田事業課長 ･ 岡田の 3名が北京 ･ 大連を訪問する ｡
北京で ､ 学生見学予定地 の 天壇 ･ 万里の 長城 ･ 陳和園 ･ 故宮博物院 ･ 北海公園 ･ 孔
廟を視察する ｡




大外例の 出席者は､ 江格培院長等4名の教職員で ある ｡
調印式前後に､ 一 行は留学生寮 ･ 食堂等を検分し, 岡田は徐副院長に大連の 自然環





(対象: 産業情報学科 ビジネス外語専攻中国 コ ー ス 学生全月)




97.01.17. 渡航手続き ･ 日程等に つ い て の説明会を開催する｡
(対象 : 語学研修参加申 し込み者の み)
㊥ 同 02.22.
- o3.07. 第1 回短期語学研修を大連 ･ 北京に て実施する｡
以来､ 毎年実施するようになる ｡ 岡田が同行した各研修の 期間及 び研修者数
は表2 ･ 表3 の 通りで ある ｡
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午 大連 北京 大連 日数
97 2. 2. - 3.1 4. - 3.17. 24
98 2. 1. - 3.07. - 3.10. 18
01 2.17. - 3.03. - 3.06. - 3.07. 19
年
中国 コ ー ス 中国コ ー ス 造形各コ ー ス 公開講座
計
1年次生 2年次生 1年次生 受講者
97 13名 2名 2名 17名
98 15名 I5名
01 14名 6名 20名
* ｢中国 コ ー ス｣ は ､ 2001年には地域 ビジネス 学科 ｢国際 ･ 中国語
コ ー ス｣ に改名され て い る ｡
2. 大外 における研修
(1) ｢ 基礎｣･ ｢ 聴力｣
｢基礎｣ は文法め説明 ･ 語句の解釈を中心と した授業で , ｢聴力｣は ､ 聞き取り能力の 向上を
目指す ヒ ア リ ン グ の授業で ある ｡ 両者は午前にセ ッ トさ れ てお り､ 過当たり時間数は ｢基礎｣28
時間 ･ ｢ 聴力｣12 時間で , 3 回と も同 じ割合で行われ た ｡
た だ し, 2001年に行わ れ た造形学科の 学生を対象に した入門ク ラ ス は ､ 時間数が半分で あ っ
た ため か､ 授業は ｢基礎｣ の み で あ っ た ｡
授業は大外の教官が担当し､ 中国語の み で行わ れた ｡ 学生た ちは教科書や教官の ジ ェ ス チ ャ ー
を手がか りに して , 理解しようと懸命であ っ た｡ 私が授業参観して得た印象と学生 の反応か らみ
て , こ の直接教授法は､ 中国語学習を1年間経験した学生 には大変効果の ある強化トレ ー ニ ン グ
にな っ たようであ っ た｡
(2) ｢文化講座｣
｢文化講座｣ は表4 の示す内容であ っ た ｡ その 中の 太極拳 ･ 切 り紙 ･ 楽器 は ､ 学外の 専門家に
より講義され た o また , 徐副院長が担当した書道以外は ､ い ずれ も中国語 で行わ れ ､ 語学教育を
兼ねた授業で あ っ た ｡
太極挙は ､ 朝食前に セ ッ トされ た
■
3 0分間の授業で ､ 一 連.の 体勢を教え でくれ る ｡ 動作の模倣
が中心なの で ､ 教官の 説明を少し理解で きる程度で成り立 つ ｡ また､ 風邪予防の 観点か ら､ こ の
寒い 時期に , 模倣時間を少しでも長くと っ た方が良い との判断により､ 引率者は , 教 官の 強調点
だけを通訳する こと に徹した ｡ この 反省か ら､ 1998年に は動作図を ､ 2001年には 日本語の説明
を付した動作図を事前に配布し､ 学生 に予習させ た｡
料理 は3 回ともギ ョ ー ザ作りで ､ 食堂の 食卓を適当に並べ て行われた ｡ 学生に と っ て ､
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当地の レ シ ピを知り ､ 様々 な包み 方を教えてもらえた こ とは良い 想い 出にな っ た で あろう｡ た だ,
引率者と して は ､ ギ ョ ー ザ作りを大学祭の模擬店ですで に体験して い る学生 に､ こ の機会に､ 中
華包丁を握っ た り妙め料理をした りする体験もさせ た い と思 っ た ｡ が､ 食堂の都合を考慮し､ 申
し出る ことは しなか っ た｡
97年 太極拳 料理 書道 切り紙
98年 太極拳 料理 書道
01年 太極拳 料理 楽器 大連概況
(3) 実践会話
実践会話は ､ 教室における講義と現場にお ける指導で実施した｡ 1回目の研修で は ､ 大外教官
の授業が 3週間と多く , 研修生括に対応 し得る講義も若干取り入れ たようなの で ､ 引率者は現場
で の 個別指導だけをした｡
翌年から研修期間が2週間に短縮されたため ､ 引率者が授業時間の不足分をこ の実践会話で補
充する こ と となっ た ｡ 1998年の研修で は , 講義を本学で 2時限 ･ 大外で 3時間行 っ た ｡ 2001 年
の研修で は ､ 渡航前に 5 時間の講義を済ませ ､ 中国滞在中は ､ 講義内容を復習 ･ 予瞥させ た上 で
現場指導の み を実施す る こ とに した ｡
実践会話の講義で は , 道を尋ねる ･ 乗り物に乗る ･ 買 い物する ･ 飲食する ･ 交流する等の 場に
必要 な言葉を取り上 げ､ 学習 させ た｡ 現場は ､ 最初 は市街 ･ 乗り物 ･ 銀行 ･ 商店 ･ 飲食店で あ っ




98年より の単位計算につ い て は ､ 97年7月 1日に行われた教務委月会で は ､ ｢ 審議の結果､ 平
日午後の実地研修を評価で きるような授業計画で あれ ば ､ 4単位と して認定 して も良い の で はな
い か とされ た ｡｣
､
っ まり､ 次 の ように算出する こ と とな っ た｡
午前4時間 + 午後2時間 × 10[授業日数]






授 業 講 座 会 話 合計
97年 4 時間 ×1 4- 56 4 0 60時間
98年 4時間 ×10- 40 8 12 60時間
01年 4 時間 ×1 0- 40 10 10 -60時間
③講座単位数の 内訳
㊥太極拳: o.5時間 × 10- 5時間 (97 年は 0 とした)
㊥料 理 : 1.0時 間 × 1 - 1 時間
㊥書道等: 各2.0時間 × 科目数
前記は ､ 中国コ ー ス (国際 ･ 中国語 コ
●
- ス) の 学生を対象にした クラ ス の講座単位数の 内訳で
ある ｡ 201 年の ､ 造形学科学生を対象に した ク ラス の単位数は ､ 次の ように計算した ｡
㊥太極拳 : o.5時間 × 10 - 5 時間
㊥料理等 : 1.0時間 + 2時間 × 2 - 5時間
㊥基礎 2.0時間 × 9 - 18時間
㊥会話 2.0時間 × 3 - 6時間
計33時間
④付帯条件
研修日記の捷出を付帯条件として学生 に課した｡ なお ､ 2001年には ､ 点数化しない が､ ｢ 毎日
語学ノ ー ト｣ の 記入 ･ 提出を付帯条件に加えた ｡
3 . 各地にお ける見学
(り大連
大連で見学 した の は ､ 主に名所の 北大棉 ･ 老虎灘 ･ 棒撞島と経済開発区 (対外的な工業団地)
の 開発管理公司 ･ 三越精工 ･ イ トキン ･ Y K K である .
その 内､ 大外主催の名所見学は予め研修日程に何個所か組み 込まれて い たが ､ 実際に行く所に
つ い て は ､ 毎回引率者の要望 を聞き入れ てくれた. 経済開発区の見学は , 引率者がJE T R O大連
事務所に斡旋 ･ 案内を依頼し､ 大外に バ ス と運転士を手配 して もら い ､ 実施する こ とがで きた ｡
富山 一 大連便の 開設 に伴 い ､ 帰国の 前日 を慣れ親しん だ大連で過ごすこ とになっ た ｡ その 日の
昼 は ､ 4班に分けて ホ ー ム ビジ ッ トした ｡ 見学･･ 実地研修 ･ 交流を兼ねた最後の 1 ユ マ と▲考えて
い た o が , こ ちらが ホス トに質問して引き止め なければ､ 食事を運ぶ とすぐさま引き下が っ て し
まう家庭もあ っ た ｡ 所期の 目的を達するた め には ､ 事前確認が必要であ るこ とを痛感した｡
(2) 藩防
藩陽見学は 3回とも ､ 大連滞在中に週末を利用 して 実施した｡ 大外が企画する ｢週末小旅行｣
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に鞍山等の コ ー ス もあ っ たが ､ 地方の大都市で ある津陽を選ん だ｡ 国際化が進む大連や首都の北
京と比較するの に格好の都市で あるか らで ある ｡ その た め ､ 旧跡の 故宮 ･ 北 陵だけで なく ､ 98
年 ･ o1年には ､ 活気に満ちた太原街 ･ 中街も見学の対象と した ｡
(3)北京
下記の 表6 は ､ 北京にお け る見学状況をまとめ たもの で ある ｡ 学生 たち に古代歴 史 ･ 伝統芸
能 ･ 市民生活等､ 多方面 にわた っ て中国を知っ てもらうた め に､ 表中の 見学先を企画 の段階で旅
行業者と相談 しなが ら日程 に組み 入れた .
見学先中の 故宮 ･ 天壇 ･ 陳和園 ･ 万里の 長城 は世界遺産である . また ､ 王府井は最適な集合場
所にもなり､ 自由行動の根拠地として選ん だ. 天安門広場は ､ 開催中の 全国人民代表大会の影響
をまともに受け, 部分的ある い は全面的に立入り禁止とな っ た｡ が､ め っ たに遭遇 できない 厳戒
体制を体験する の も勉強にな っ たで あろう｡
1 日日 2 日目 3日日
97 城楼 ､ 劇場 故宮､ 広場､ 景山 十三陵, 長城
98 天塩 ､ 広場 ､ 城楼 故宮, 北海, 王府井 , 劇場 長城 , 陳和園
01 胡同､北海 ､景山､ 劇場 城楼 ､ 故宮､ 孔廟 ､ 秀水街 長城 ､ 陳和園, 王府井
(4) 見学先一 覧
(表7)
名 称 メ モ
1 北大橋 北九州と大連Q)姉妹締結記念と して 建て られた 吊り橋o
2 老虎灘 山海に囲まれた風光明嫡な砂浜で ､ 岩礁 ､ 断崖が魅力 的o
3 棒錘鳥海浜 環境 が最も静寂な海浜公園で ､ 園内に政府首脳 の会議場がある o
4 開発管理公司 映像や デ ー タで外国企業の 開発区進出状況を教えてくれる会社 o
5 三越精工 サ ン エ ツ金属(砺波)の 海外現地法人で ､ 精密部品を製造して い るQ
6 イ トキン イ トキ ンの 海外生産拠点の 1 つ で ､ 婦人服等を生産 して い る○
7 Y K K 宵山県に親会社を持ち ､ 最新設備でフ ァ ス ナ ー を生産 して い るo
8 北陵公園 清の 2代目皇帝の 陵墓で , 参道 に石人 . 石獣が並ん で い る.
9 藩陽故宮 清の最初の皇居で ､ 建物に満族文化の 香りが色濃く残つ て い る o
10 天安門広場 広 さが40万 m
l
に及び ､ 50万人を収容できる世界長大の 広場.
EZI天安門城楼 天安門上 の物見櫓で ､ 慶祝パ レ ー ドの 観閲台になつ て い る o
12 故宮博物院 明 . 晴代の皇居で ､ 敷地72万nf に60の 金殿玉楼が ある.
13景山公園 海抜90m の 山頂か ら故宮の 美しい建造物が 一 望で きるo
14 北海公園 遼以来の歴代皇帝の御苑で ､ 美しい 自塔が築山に奪え立 つ .
15 陳和園 西太后が造営した御苑で ､ 中国造園技術の粋を集めて い る o
岡 田 文之助
16天 壇 皇帝が五穀豊穣を祈 つ た所で , 建造物の 芸術的価値が高 い Q
17 iL 廟 孔子を紀る廟で ､ 境内に元以串の 科挙合格者名簿の右碑が ある o
18 十三陵 明代13人の 皇帝の 墓で ､ 定陵だけが発掘 . 公開され てし､るo
.19 万里の長城 外敵を防ぐための 城壁で ､ 頂上 か らの 眺めは素晴らしい o
20 胡同 北方の伝統的住居の問の通路で , 庶民の 生活 ぶりが看申で きるo
21 王府井 北京の銀座 と言われる繁華街で ､ 近くに庶民料理 の屋台が並i;o:
22 秀水街 絹物を売る店が密集する小路で , 値引き交渉が楽 しめ るo
･23 劇場 ｢天構築茶園｣ 等の こ とで ､ 中国伝統芸能が鑑賞で きるo




97年 ･ 98年の 日 中間の 移動は ､ 表8 ･ 表9 の通り､ 関西空港と 成田空港を経由した ため , 列
車乗り継ぎの 時間, 集合待ち合わせ の 時間及 び空港で の 搭乗手続きの 空港逗留時間等で, 稔所要
時間は長か っ た ｡
表10 は富山 - 一 大連便を利用 した結果であ る ｡ 大連まで の所要時尚が大幅に短縮されて , 国
内移動に伴う繁雑さ も軽減され た ｡ その 上 , 費用も安くなり､ 大連を身近 に感じる ように な っ た o
年月日 高岡駅(発) 関西空港 大連空港(着) 所要時間
ー
9 7, 2､22 10:33 15:01 - 1 7:00 18:50 9時間20分
ー
98､ 2､ 21 10:45 15:31- 17:00 18:50
r
9時間05分
年月日 北京空港(発) 日本の 空港. 高岡駅(着) 所要時間
ー
97､3､1 7 9:20 1 3: 0- 1 4:45(成田) 21:0 9 10時間49分
'
98. 3､10 8:20 14:00- 15:48(関西) 19:38 10時間.I8分
年月日 富山空港 大連空港 所要時間
01､ 2､1 7 13:30 - - - 14:40 2時間10分
01, 3,07. 12:30
- - - 9:2 0 2時間16分
②中国都市間
大連 ･ 北京間の移動は 1時間飛行で ､ 手続きも簡単で あ っ た｡ 涛陽 へ は, マ イク ロ バ ス と藤急
列車の い ずれを利用 して も､ 大外から港陽の ホテ ル まで約 6時間かか っ た o
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97年 ･ 98年の 2回は バ ス 利用で あ っ た ｡ 冬枯れ の 砿野と煩 い エ ン ジ ン音で ､ 車窓を楽しむこ
ともなく､ 車内は決 して快適で は ない の に､ 眠気に見舞われ ､ 仮眠室状態で あ っ た ｡ 01年の 列
車利用 の 時は ､ 学生た ちはカ ー ド ･ ゲ ー ム に興 じたり ､ 同行した世話人 (大外の 日本語学部4年
坐) との 談笑も弾み , 学生同士 の交流も活発で ､ み な生き生き して い た ｡ その 理由か ら､ や はり
列車利用 の 方が望ま しい と思わ れ る｡
(卦各市内
宿泊地から代表的な目的地まで の 時間的距離を表1 1 にまとめ た .
大外は市街に 隣接 し､ どの 繁華街も徒歩で行ける範囲内にある ｡ 学生 たちは実践会話や 日常生
活の 必要に応 じて方々 を歩き回 っ て い た ｡
また ､ 学生 たち に自ら踏み入 れて欲し い 渚陽と北京の 繁華街は ､ ホ テ ル か ら少 し離れ て い て ､
自由行動時 間が少 ない ため ､ 2 0分 で移動でき るタク シ ー ー を利用す る しか なか っ た ｡
都市 出発地 行先 (バ ス で の 所要時間)
大連 大外 空港 (25分) / 開発区 (1時間)
渚陽 天 城飯店 故宮 (1 5分) / 繁華街 (15分)
北京 前門飯店 空港 (1時間) / 万里 の 長城 (2時間)
(2) 研修宿舎
/i:建物
研修宿舎は5 階建て で , 留学生と 関係者 (清掃･'修理 ･ 守衛な ど) の み 立ち入る こ と がで きる ○
来客 ･ 部外者の ため には待合フ ロ ア ー が玄関近くに あり, その 向い が守衛室で ､ 複数の 守衛が常
駐して い る ｡ 同じ1階に 院長室と事務室があり, 地下 1 階に教職員や来客も利用 できる食堂
･ 売
店 ･ ラ ウ ン ジ がある ｡
②部屋
学生の 泊ま る各部屋 に , ス チ ー ム 暖房が入 るが ,部屋 の 向きに より ､室温が か なり違う｡ その た
め ､ 南側 の部屋 の配分は引率者を悩ます問題 の 1 つ とな っ た ｡ また ､ 風邪予防の た め ､ ル
ー ム メ
イ トが協力 し合 っ て清掃､ 換気､ 湿度保持等を励行すると い っ た指導の 必要性を痛感する状況で
あ っ た ｡
③食事
朝と昼 は食堂を利用する人が ほと ん どであ るが ､ 間食や夕食は , 外出して済ます人が多く､ 夕
方の 食堂は閑散と して い た . 食費は , 3食食堂で取 っ て も, 1 日平均20元 (約300円) ほ どで
あ っ た ｡
④時間割り
学生 たちは ､ 表1 2の 通りに規則正 しい 毎日を送っ て い た｡
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平日の 午前は授業の み で ある が ､ 午後は講座 ･ 見学 ･ 実地研修に 当て られ た ｡ 01年に は ､ 実
地研修の場として ､ 飲食店や各種商店の外に ､ 引率者が新たに見つ け､ 下見した上で ､ 青空市場
や美容 マ ッ サ ー ジ店 ･ 仕立屋 を加 えた ｡ 休日 は授業 が なく､ 自由に過ごせ る が , 食事 ･ 入浴だ け
は時間厳守が要求された｡
97年は研修が 3月半ばまで 続い た た め , 休み 明けで帰枚した大外日本語学部生 が母国語を教
え合う相手を求め に来た ｡ 本学の 学生全員が 1 - 3 人の勉強相手となり､ 教室棟の 明かり は毎晩
点い て い た ｡ 98年か らは ､ 時間的 に こ の ような交流がで きなくな っ た｡
(表12)
10 11 12 13 14時
17 18 19 20 21時
夜は外出禁止で , テ レ ビもな い ｡ 学生た ちは ､ その 時問を どう過 ごすか の 問題 に直面す る｡ 疲
れを癒し ･ 退屈さを紛らわす方法は他の 部屋 へ 遊 びに行く こ と になる ｡ 引率者の 部屋が 一 番行き
やすい ようで , 毎晩の ように ､ 何粗かの 学生が訪れ , 会話も弾ん だo
(3)ホ テ ル で の寝食
①藩陽
97年,98年に利用 した の は , 古色蒼然 とした ホテ ル で , 赤 い械椴が敷か れ､ 食事も豪勢で あ っ
た ｡ 会議で そこ を利用す る中堅幹部た ちに は望外な宿である が , 設備の老朽化が進み ､ 中国の 若
者に も敬遠 されそうで あ っ た ｡
o1年は ,世 話人が こ の 事情を酌ん で , 開業して 間もな い 洋風 の ホ テ ル を選ん で く れ た o バ ス
ル ー ム は清潔で ､ テ レ ビ の 映りが良く､ ボ ー リ ン グ等の 娯楽施設があ っ たため ､ 夜は退屈しなか
っ た ｡ 食事は朝夕 2食で , 中華風料理で あ っ た ｡ 昼 は外食で ､ 特に故宮見学後の ｢ 老辺鮫子館｣
(ギ ョ ー ザ の老舗) は学生に好評であ っ･た｡
②北京
ホ テ ル は旅 の疲れ を癒すの に最適で あ っ た . が､ 97年は ､ その 快適さを十分利用できず､ ま
た , 市内の 名所も落ち着 い て見学で きず､ 気ぜわしい 3泊にな っ て しまう結果 になり､ 残念に思
っ た ｡ その 原因は ､ 現地 ガイ ドが見学の行く先々 に ｢休憩｣と称して 1時間ほ ど土産店に とどま
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る行程を組み入れ て い た ｡ こ の 反省か ら, 98年 ･ o1年には ､ 現地ガイ ドの サ ー ビス 精神が損な
われ ない 程度に減ら してもらうよう日本の旅行業者を通 じて依頼した 0
朝食は, い ずれ の年もホ テ ル で バイ キン グ料理を楽しむこと がで きた ｡ そ の ほか は高級 レス ト
ラ ン で取り､ 骨に好評だ っ た の は ､ 北京ダ ッ クと自由行動時に屋 台で取 っ た麺類等の 庶民料理の
み で あ っ た ｡
(彰大連
中国滞在の 最終日に泊ま っ た の は大連の 中心街に ある ホ テ ル で ､ 帰国前の ひと時を過 ごすの に
はふ さわ しか っ た｡
そ の 日 の昼食は ホ ー ム ビジ ッ ト先で取り ､ 夕食は ホテ ル 近くの レ ス トラ ンで取 っ た ｡ その レス
トラ ン は ､ 商売気た っ ぷりで ､ 不評を買 っ た｡ 室内は ､ 壁 一 杯 に売り物の掛け軸が掛けてあり､
食事が終盤 に入る こ ろ には ､ ウ エ ト レス が長さ 30 センチ の骨製の 箸を10勝1観で売りに来た｡
学生たちがよ ほ ど ｢ 感じ悪い｣ とと っ た の か , 声を張り上 げて ､ 正確な発音で ｢不要!｣ を連発
した ｡
(4) 留意したこと
こ の海外語学研修は ､ 本学の 一 事業と して組織的に実施され て い る｡ 引率者と して ､ こ の事業
を無事か つ 円滑に成功させ るため に ､ 特に下記の ことに注意を払い ､ 反省を加え つ つ 改善してき
た ｡
(む全容の把握
･97年は , 研修参加者全員の 学習 ･ 寝食 ･ 安全 ･ 健康等の 状況を把握 し, い かなる事態にも対
処する心構えを以て , 研修ア ドバイ ザ ー の任に当た っ た｡ 斑長 の献身的な協力もあ っ て ､ 研修の
全容を概ね把握できた ｡ 大外授業の見学 ･ 発病者の 世話 (病院同行等) ･ 治安状況の 調査等に予
想外に多く の 時間が かか っ た ｡ しか しなが ら､ 初 めて の 事業とい う未知未跨 に対す る不安は相当
解消で きた ｡
98年 ･ o1年は ､ 学生が受講する全て の 講座 に出席し､ また､ 食事は毎回異な っ た学生と同席
した ｡ 夕食後は ､ 特別の用事がない 限り､ 学生の 来訪時間に備えて在室する ように した ｡ こ れら
の ことに より､ 第1 回に比 べ ､ 学生の 状況をより良く把握で きた と思う｡
(参健康管理 の徹底
97年に は , 渡航前の 説明会で ､ 気候が北 陸より寒く､ それ に対応 し得る服装 が必須で ある こ
とを言っ たの に と どま っ た ｡ その 結果､ 研修期間中にお い て ､ 発病者が延べ 30名 (風邪9 ･ 胃
腸病13 ･ 疲労状態8) とな っ た . 症状 と多発時期か ら､ 日本と異なる気温 ･ 湿度 ･ 食物と､ そ
れ らに よ る偏食 ･ 暴食 ･ ス ト レス ･一抵抗力低下等が病因である と推定 した ｡
98年 ･ 01年は ､ 事前説明会開催か ら､ 折にふ れて前例を挙げながら注意を喚起し､ 次に列挙
する予防策を周知させ た ｡ その甲斐あ っ て ､ 不調を訴える学生 はかなり減り､ 病欠する ほ どの 学
生は 2 回とも3名以下にな っ た ｡
㊥規則正 しく起居 ･ 飲食する こ と ｡
㊥部屋の 清掃と換気を励行し､ 湿度を保 つ よう工夫する こ と｡
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㊥バ ラ ンス 良く栄養を摂取し､ 特に ビタ ミ ン Cを毎日摂る ように心掛ける こ と o
㊥購入 した 果物 ･ 缶飲料は ､ 飲食す る前に水で皮 ･ 缶を洗浄する こ とo
㊥菓子類 は ､ テパ ニ ト等 で は きち ん と包 装 した も の を､ 露 店 ･ 屋台 で は 目 の 前 で 熟 した物 を購
入する こ と ｡
③安全 の確保
こ の 研修事業は参加者全員 の身の 安全 が第 一 の 条件で成り立つ ｡ しか し, 社会制度も風俗習慣
も日本と全く違う国に滞在 して い る の に ､ その 相違 に留意せず行動し､ 事故 ･ 事件に巻き込まれ
る例が後を絶 たな い ｡ 学生自身にその危険性を秘め て い るよう に見受けられ る の を度々 感じたの
で ､ 下記 の規程を作 っ た ｡
㊥滞在先の状況をよく知らず､ 意思伝達 が十分 にで きる語学力を持 っ て い な い こ と を心得る こ
と｡
㊥行く先 々 の 法律 ･ 親則 ･ 風習を理解し遵守する こ と o
@単独行動は学内に 限定 し､ 大連市内で は 二 人以上で行動する こ と o
㊥渚陽 ･ 北京で の 自由行動は グ ル
ー プで行 い , タク シ ー には男性が分乗する こ と o
㊥集合 ･ 解散時聞及び行動範囲を厳守する こ と｡
㊥買 い 物 ･ 乗車な どで の 支払 い は , 事前に費用を予想してお い て ､ その 額に応 じた金銭を用意
してお くこ と ｡
④人数の 確認
税関 の 出入りや 乗り物の乗降 ､ 見学先で の移動等で は ､ 混雑の 中で の 団体行動にな る｡ 目前の
情景に見とれ たり ､ 何事か に手間取 っ た り, 準備の怠慢で集合 に遅れた り して背か らは ぐれそう
に な っ た学生が ､ 毎回の ように い た ｡
こ れ らを憂慮して ､ 団体行動の 際に は必ず先頭 に立ち､ 人数を逐
一 チ ェ ッ ク して か ら ､ 自分が
最後尾に つ くよう に した ｡ また , 移動時には常時再チ ェ ッ ク した ｡ 取り越 し苦労の 嫌い もあ るが ,
や はり , 安全の ため には念を入れ た注意が必要で ある こ とを感じた o
⑤研修場所の 開拓
実地研修場所を増や すこ とは ､ より多方面 にわた っ て 中国を知り､ 中国語を学ぶ ことにもなり,
また ､ 余暇を楽 しむ ことに よ っ て ､ 体調を整え､ ス トレス を解消するた め に もなる の で ､ 適切 な
場所の探訪に歩き回 っ た｡
大連 にお ける学生 た ちの 自由行動範囲は , 97年で は公園 ･ 繁華街 ･ フ ァ
ー ス トフ ー ド店等で
あ っ た が ､ 98年 ･ 01年で は薬店 ･ 本屋 ･ 朝市 ･ 仕立屋 ･ 郵便局 ･ 映画館 ･ C Dシ ョ ッ プ
･ カラ
オケ店 ･ 美容マ ッ サ ー ジ店等で ､ かなり広 が っ た o
渚陽と北京で の 滞在は見学中心で , 時間に制約があるた め ､ 自由行動場所を 1 つ の繁華街に限
定した ｡
⑥実地検分
研修場所や 見学先は, 学生たちに有益で あると の 判断から選ん だの である o が ､ 学生たちが安
全に自由行動して実りある見学がで きる ようにする ため に は
■
､ 交通 , 風土 , 住民の 反 日感情等社
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会環境を確認 しなけれ ばならな い ｡ それ故､ 引率者は, 機会を逃さず, 出会う人 々 (世話人
･ 通
行人 ･ 露店商 ･ タク シ ー の 運転手等) と の会話を通 じて関連情報を入手し､ 多方面に わた っ て 自
分で実際に下見検分した｡
その 上で , 学生 に研修場所や 見学先の 予備知識を持た せ ､ 物心両面か ら準備させ た .
⑦友好優先の交渉
引率者は研修期間中にお い て渉外係で もあ っ た ｡
大外で は､ 副院長をは じめ , 事務職貞 ･ 教員 ･ 世話人 ･ 運転手 ･ 守衛 ･ 食堂や 売店の従業員等
と の 交流 ･ 交渉は常時あり､ それを等閑に付すこ とは できな い ｡
友好交流は ､ その 意志さ えあれ ば､ 言葉が通じなくてもそれなりに可能で あるが ､ ｢友好交渉｣
となると ､ 三思 した 上で 臨まなければならな い と思 っ た ｡ しか し､ 実際､ 部屋 の 防寒対策､ 見学
先の 部分的変更 ､ 予定外の バ ス の 手配 ､ 設備や備品の 修繕 ､ 不始末の 後処理等に つ い て相談を持
ちか けると､ 素早く対応 ･ 善処してくれ た ｡ 先方の 誠意を信じ､ 非難も駆 け引きもせずにする こ
と により, 良い 結果に な っ た ｡
洛陽で は ､ 同行す る世話人 に ､ ホ テ ル に対する苦情 の 申 し入れ を依頼 した ｡ 北京 で は ､ 現地 ガ
イ ドの ｢土産店巡り｣ 行為にある程度 の 理解を示 した ため か ､ 当方 - の サ ー ビ ス に好意が感 じら
れ ､ 当方の要望を快く受け入れ てくれた ｡
⑧協力体制作り
97年は 2人の 斑長に ､ 大連 ･ 港陽 ･ 北京で の 部屋割り､ 週末旅行 ･ 記念写真等の料金収集と,
体調の 良否､ 教材の 不備､ 宿の 不都合等の 調査報告を依頼した ｡ 98年は男子学生 の 1 人を班長
に し､ 連絡 ･ 集金 に加え , 団体ビザの 保管を頼んだ ｡ 部屋割り､ 健康調査等は女子学生 に任せ た o
o1年は､ 造形学科の 学生 が 6名参加で ､ 学科別 にせず､ 参加者全体を 4鮭に分けた o しか し,
渡航前の 中国語学習歴に よ るク ラス 編成で授業が行わ れたた め , 授業以外の行動も学科単位で行
われる場合が大半を占め た . 混成珪が班として 実際に機能した の は , 大連で の ホ
ー ム ビジ ッ トの
み とな っ た ｡
両学科生 の 融合 を図る主要手段と して ､ 研修中の役割を細分化して ､ 学生全員に分担させ た｡
例 えば､ 挨拶 ･ 通訳 ･ 連絡事項の 伝達 ･ 部屋割り状況の 調査 ･ 資料の 配布 ･ 料金の 収集
･ 標語の
抄録等々 ､ 大体2人1観で当た らせ た ｡ その 結果 ､ 全月が交流 しあうこ とに なり, 学科間の 隔た
りがなくなり, 級友間の 友情も自然 に増進 した ｡ また ､ 各人が役割を持つ こ と により , 研修生括
にお ける全て の 行動に責任感を持つ こ と がで きた ようで あ っ た ｡
なお , こ の各研修の 一 部行程に ､ 本学事務官が2名同行した｡ 研修環境の 視察や 副院長 の表敬
訪問とい っ た公式行事を こ なす傍ら, 書類の 保管､ 学生荷物の 構内運搬 ､ 人数の 確認 ､ 空港使用
料の 立て替えと動き､ その 上 , 撮影係 ･ ガ ー ド マ ン の役と動い てくれた ｡ 事務官の 支援の 下､ 研
修をより円滑に運ぶ こ とが で きた と､ 毎回と も感謝して い る次第で ある ｡
お わりに
1996年は ､ W Gの 発足 ･ 副学長の 中国訪問 ･ 大外と の 友好交流協定の 締結 ｡ こ の 短期語学研
修事業の始動により, 本学の 国際交流元年と言えよう｡ 前記報告は , 私が関わ っ た その
一 部分か
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らの もの で ある ｡ こ の報告からの所感を列挙し､ まとめ に代えた い ｡
㊥大連外国 語学院 に お け る各講義は ､ 中国語 の み で行 われ た ｡ 学習途上 の 学生 に と り全部は理
解で きぬもの の ､ 学習意欲を掻き立て , 効果の 大き い もの であろう ｡
㊥早朝太極拳は ､ 心身ともの 健康管理等の 意味で掛け替えの ない 授業で あろう｡
㊥経済開発区の 見学は ､ 日 中関係を理解するた め の 一 助になろう ｡
㊥当地の 市民の 生活に触れ る実地研修は､ 中国理解をより深 め る切 っ 掛けと なっ たで あろう｡
㊥伝統芸能鑑賞や代表的な中国料理 の 賞味も､ 異文化体験の ため ､ 日程に入 れ続ける べ きで あ
る と思う｡
㊥学生は役割を分担する こ とに より､ 責任意識をもっ て研修生括を送 る こ とがで きた と思う ｡
㊥学生 の安全 ･ 健康を第 一 に細心 の注意を払わ なけれ ば ならない ｡
㊥学生 の研修日記は , 研修成果を倍増させ る もの になろう｡
しかし､ 本学の 国際交流事業が目覚ましい 成果を収め ､ 更なる発展を遂げようとして い る現状
に対し､ 私の 関わ っ た 部分を振 り返 っ てみ ると ､ 貧弱で あり, 所感も独り善がりかと 反省する点
もある ｡
最後に ､ より詳細なこ とに つ い て は､ W G や教務委員会等の 議事録､ 事業課 ･ 学生課作成の 各
回 F短期語学研修事業学生募集要項』､ 学生課保管の研修日記複写等を参照 され る こ とを望 む.
